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戰
#

の
本'
質

^

起
源
 

.

5
! 

. 

C

三
九.
ニ〕

題
、：

社
#
ダ
.：ァ
ヴ
：ィ
ン
主
義
、
四
社
會
ダ
.ァ
ウ
ャ
ン
生
義S

批
判
ど
生
存
闺
爭
の
形
態
、
、
五
.戰
爭
の
本
質(

ク
ラ
ウ
ゼ
ウ
ィ
ッ
ツ
.の 

.
所
論)
、
六
戰
维
起
源
論
，
¥
戰
带
趄
源
論(

續
>
、
'八
戰
爭
の
起
：源
に
關
す
る
ベ
：リ
1
の
學
說
、
九
オ
ッ
べ
シ
ハ
ィ
マ
ア
の
所
論
で 

あ
る
。
戰
爭
の
本
質
及
び
起
源
の
問
題
を
客
觀
的
に
取
扱
ひ
、
.戰
爭
社
#-
學
の
出
發
點
を
權
成
す
る
も
の
で
あ
る
。
私

の

戰

维

社
 

#
學
は
、
，こ

<D
.點
か
ら
/1
V
.
發
し
V
。',
^

’ 

.

'
 

c
,
i
)

戰
维
形
邋
論
|

各
時
代
0

戰
举
の
形
態
を
論
ず
る
。
：

'

(

ニ)

戰

_̂

遂
行
^

_
-

戰
ハ
伞
が
|
定
の
社
會
的
段
階
に
^

い
て
如
何
に
し
て
遂
行
せ
-ら
る
\

か
の
.
問
題
0 

(

三〕

戰
讲
對
策
論
—̂

戰
讲
に
對
す
る
種
々
の
對
策
運
動
、
例
へ
ば
、
軍
備
擴
張
、
軍
備
縮
小
•

戰
部
反
_
運
動
な
ど 

fc

言
及
す
る
考
へ
で
^

る
が
現
代Q

.

戰
ハ♦

が

、

硏
究
對
象
の
+

M

で
あ
る
こ

と

は勿
論
で
あ
る
o

し
か
し
ま
だ
體
系
的
結
論
に
は 

到
達
し
て
ゐ
な
い
。
他
日
の
硏
究
を
期
す
る
次
第
で
あ
る
。
大
方
の
敎
示
'を
得
た
い
と
願
つ
て
ゐ
る
。

.

世

帶

構

成

に

.
現

は

れ

れ

地

域

'
性

『

三田

』

社：
脅
調
蜜
報
告
第
三

■

■

奧

并

k

太

0

序

『

三
田』

社
會
調
査
の
報
街
に
つ
い
て
は
旣
に
、
人
ロ
構
成
及
ぴ
身
分
構
成
に
關
す
る
報
铅
を
發
表
し
た
。
本
號
に
於
い
て
は
、
其
の
貴
帶
構
成 

の
情
況
を
全
地
域
及
び
.各
地
區
に
就
い
て
檢
m

し
て
見
る
。
恐
ら
く
第
二
次
報
告
、
即
ち
人
口
の
身
分
別
構
成
情
況
に
關
聯
し
て
説
明
し
得
ら
る 

k
所
が
少
く
な
.く
、
又
"
讹
帶
構
成
の
情
況
そ
れ
自
體
が
、
各
地
區
の
地
域
的
特
色
を
示
す
指
針
と
な
る
所
、
多
か
ら
ぅ
と
思
ふ
。

2

)

世
帶
構
成

木
調
丧
池
域
の
入
口
に
は
之
れ
を
世
帶
別
に
分
類
す
る
と
總
世
帶
五
ニ
九
四
戶
と
な
る
。
六
十
三
區
に
對
し
て
は
一
區
當
b

平
均
八 

十
四
戶
で
あ
る
。
地
區
別
に
見
れ
ば
世
滞
數
o

大
小
は
、
各
地
區
總
人
.ロ
の
場
合
と
同
機
に
頗
る
幅
が
廣
い
。
最
少
は
第
十
六
區
の
三 

十一

ー
世
帶
で
、
最
多
.は
第
.屮
九
.區
の
，吞
八
十
四
世
帶
で
あ
る
。
今
之
れ
を
表
に
し
て
示
せ
ば
左
の
通
り
で
あ
る
。

W
鑛

成

に

現

は

.れ
た
地
域
性 

蛋

o

一
 一

九
l
e



各 地 區 別 世 帶 數 階 級 表 ，

世 帶 數 t也區數 地 區 ：膝 號

ISO以上 1 19.

170 "

160 〃

150 "

140 "  

130 "
_ — -—

• .

120 " 3 55.58.63.

110 〃 4 51.53,60.61.

100 〃 11 15.20/26.37.38.39.41
44.52.56.59.

90 ” 7 X4.23.29.32.48.50.62

80 〃 

70 11

9 11-22.33.34.40.42.45
54.57.

8 7.10.21.26.27.43.47.
49.

60 " 10 1.3.4.5.6.8.12,17.18.
24.

50 〃 . . V 9.13 30,31.35.36.46.

4 0 . " 2 2.28.

30 〃 1 16.

世
帶
構
成
に
現
は
れ
.だ
地
域
性

五

四

C

三
九
四〕

各
地
區
の
世
帶
數
の
大
小
は
大
體
、
特
異
の
例
を
除
け
ば
、
地
區
總
人
口
の
大
小
に
相
應
し
て
ゐ
る
。(

調
森
第
一
次
報
吿「

總
人
口 

數
ュ
ョ
ル
各
地
區
階
級
表」

參
照)

此

の

場

八

ロ

 

|

、
ニ

の

注

意

す

べ

き

點

が

あ

る

。
第

十

九

區

の

ii
l

r
帶

ー

八

四

戶

は

頗

る

過

大

で

あ

る

。

此

の

地

區

の

j

址

帶

當

り

の

人

ロ

ば

總

人

ロ
 

を

以

つ

て

し

て

も

1

世

帶

三

•

五

人

、

純

粹

家

族

に

の

み

つ

い

て

見

る

な

ら

ば

僅

か

に

ニ

•
八

人

に

過

ぎ

な

い

？

か

、

る

結

衆

を

生

ぜ

し

め

た

所

以
 

は

、

同

地

區

所

狂

の

ア

パ

ー

ト

居

伐

人

口

の

存

往

に

影

響

. ^
れ

て

ゐ

る

か

ら

で

あ

る

。

同

地

區

の

ア

バ

，

1

ト

生

活

奔

に

つ

い

て

の

み

の

|1
*

1帶

溝

成
 

を

見

る

な

ら

ば

八

一

世

帶

中

四

七

世

帶

は

一

人

世

帶

で

ニ

人

世

帶

が

ニ

〇

、

ーー：人

_

が

四

と

沄

ふ

情

況

で

あ

る

0

故

に

若

し

此

の

ア

バ

丨

ト

居
 

住

の

部

分

丈

け

を

削

減

し

て

"

そ

の

殘

部

に

つ

い

て

’
考

ふ

を

な

ら

ば

.一

o,
l

j

s
帶

巧

そ

：
の

人

口

四

九

六

人

、

從

つ

て

 

一

11
1

:
帶

當

り

、
四

•
八

人

の

割
 

合

と

な

る

。

同

じ

く

第

芄

十

ー

區

の

ァ

パ

ー

ト

所

在

地

區

に

於

ぃ

て

も

 

一

1U
:

帶

人

P

が

U
I

•

八

人

の

低

率

に

下

っ

て

ゐ

る

の

が

H

立

つ

。

(

純

粹

家

契
に
つ
い
て
一
衣
へ
ば
三
.
.一
人)

此
の
.場
合
も
、
若
し
此
の
部
分
丈
け
を
按
除
し
て
箅
⑴
す
る
な
ら
ば
、
四
十
一
一
世
帶
で
、

一
伸
帶
當
り
の
人
口
は 

ニ
^

六
^

と
ヒ
る
-
^
圯
の
也
菡
の
ァ
パー

ト
は
家
庭
生
活
者
の
ァ
パ
ー
ト
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
世
帶
人
員
は
少
數
で
六
十
八
世
帶
一
五
ニ
人
、 

即
ち 
一H

:
1

人
に
し
か
當
ら
.ぬ
。
故
！

i

此
の
職
は
.、.：1

應
法
意
し
‘て

お
が
ね
.ば
な
ら
ぬ
0

T

X丨
‘ト

所
布
の
地
區
は
，
外
に
第
ニ
十
五
、，四
十
八
の 

■
 
_

區
が
ぁ
る
が
、
.之
れ
は
典
の
擻
字
が
大
き
く
な
い
*か
同
樣
に
若
干
の
影
響
を
及
ぼ
ん
て
ゐ
る
;°
.

地
茴
別
の
1»
:
帶
數
の
渦
少
の
地
戚
は
上
記
第
十
六
區
の
場
合
で
あ
る
が(

三
十
ニ
11
!
:帶

、
、

之

れ

に

次

ぐ
:%
の
.は

第

ニ

區

へ

四

七

世

帶

)

第

ニ

个

八 

篇
S

三
-l
i
t帶)

で
お
る
。
第
十
六
區
の
場
合
は
、
世
帶
數
の
過
少
に
應
じ
て
一
世
帶
當
り
總
人
ロ
は
ヤ1

人
の
高
位
に
上
つ
て
ゐ
る
。
此
の
地
區 

は
、
！

§

積
と
し
て
は
廣
い
0

啡
、
內
に
大H

場
を
含
む
が
故
に
-̂
れ
を
除
い
た
殘
部
に
つ
い
て
は
、
世
帶
數
が
渦
少
ど
な
つ
て
現
は
れ
る
の

で
あ
る
。 

そ
り
匕
•
.一
.、
の
!|
1
:帶

人

數

に

，つ
い
.
.て
.は

、
同

地

區

，が

小

エ

場

11
|
:帶
で
あ
る
集
に
起
因
す
.る
も
の
と
思
は
れ
る
。
耶
ち
純
粹
家
族
人
口
の
世
帶
■
成 

■
こ

つ

い

て

ユ

、

四

•
四

人

で

金
腊
の
中
位
を
占
め
て
ゐ
る
が
•使
用
入
人
口
を
加
へ
た
埸
合
の
世
帶
人
ロ
は
六
^
五
入
と
な
り
觅
に
全
人
ロ
で
は
上
記 

.
の
七
ニ
人
の
最
高
比
率
を
示
し
て
ゐ
る
。 

: 

:

次
に
一
比
帶
當
"
の
人
口
を
檢
出
し
て
見
ょ
ぅ
。之
れ
^(

一)

總
A

ロ(

ニ)

純
粹
家
族
人
口(

三)

純
粹
家
族
•使
用
人
人
口
の
三
世
帶 

構
成
に
就
ぃ
て
算
出
す
る
と
"(

一)

總
人
口
世
帶
で
は
世
帶
#|
成
の
平
^

入
ロ
が
，冗
::
.ハ
一
人
、(

一一)

純
粹
家
族
世
帶
で
は
そ
の
平
均
が 

, 

一
世
帶
當
り
四
•
〇
二
人
、(

三)

使
：用
人
を
含
む
家
.族
世
帶
で
は
.平
均
五
•
〇
人
と
な
つ
て
ゐ
る
。
之
れ
に
ょ
つ
て
見
る
と
、
總
人
ロ
世 

,

帶
で
は
一
翁
帶
當
り
の
人
員
が
比
較
的
に
多
ぐ
、
純
粹
家
族
世
帶
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
反
對
に
權
成
人
員
が
比
較
的
に
少
な
い
と
云
ふ

結
果
を
.示
す
。
更
に
各
地
區
に
就
い
て
見
れ
ぼ
、

.

(

一)

總
人
口
世
帶
で
は
、

一
世
帶
當
り
人
口
は
最
高
七
•
一
 

人(

第
六
、
第
十
六
區)

を
示
し
、
最
.俄
ば
三•

五
人(

第
十
九
區)

と
な
つ 

世
帶
稱
成
に
現
は
れ
た
地
域
性 

五

五

(

三
九
五
0



石 ぶ ほ 丨 地 _ | 地 厥 m  .號

6.5以上 2 | 6.10.

6,0 " 4 3.4.5.20.

5 6 •• 7 2.23.24.30,32,49.57.

5 . 0 ク

、

22
1.7.8.9,10.11.13.14.15.17. 
21,28.20.34.39.46.48.52.53. 
60.58,59.

4.5 " 2B
115.18•ぬ .2 6.27.31.33.35,3fi. 
38.40,41.43.44.45.47.60.54. 
55.60,<U .62,63.

4.0 2 | 2 37.42.

3.5 〃 | 2 25.51,

3.0 "  | 1 19.

各地區ノ一世帶平均人 n 階級表 ( ニ） 

純 粹 家 m  !«：帶

一丨11:帶 
不均人口 地區尠 地 區 骄 號

4 .5 人 4 4-15.30.39.

4.0 // 87

1.5.6.8.10.11.12,18.14.16. 
18.2021.22.23.24.28. ?9. 
82.^3.88.40.43.45.46.47. 
49 60.63 64. 66 .5V. 68.59. 
60.61,63.

3.5 ” 18 2.3 7.9.17 26.27.31.35 36. 
37.41.42.44 48.62.55.62,

3.0 tf 3 25,84.51-

2 5 ” 1 19.

各地區ノ一  111帶平均人口階級表（三 )  

リ 使 用 人 ヲ 含 メ タ 家 族 世 帶

(

1
5使
用
人
を
含
む
家
族
世
帶
に
：就
い
て
見
れ
ば
大
體
、
總
人
口
の
’場
合
と
同
じ
傾
向
を
示
す
。
.
唯
、
同
居
人
等
0
多
い
地
區
丈
け 

が
幾
分
相
違
を
示
す
丈
け
で
あ
る
。
11
1:
帶
最
高
人
數
は
第
六
區
の
六
•
六
人
、
次
い
で
第
十
六
區
2

ク
五
人
、
最
庶
人
數
は
此
の
場
合 

佌
帶
構
成
に
現
は
れ
た
地
域
性 

、
 

五
：.七

Q

s

-e
v

級
の
二
階
級
に
全
體
の
八
七
•
三
^
が
集
つ
.て
ゐ
る
。
殊
に
四
•〇
人
級
の
地
區
總
數
三
七
は
絕
對
的
で
あ
る
。
此
の
場
合
に
於
い
て
も

* 

>*■

各
地
區
は
、
純
粹
家
族
ft
帶
と
し
て
の
み
見
石
場
合
に
は
*
相
互
に
藜
し
い
差
違
を
示
さ
ぬ
事
が
立
證
さ
れ
る
。

各地區ノ一批帶平均人ロ階級表こ

一 世 帶  
平ぬ人口 m wM 地 區 m 號

7, 0 人 2 6.16. パ

6,5 if 7 2.4.5.13.18.23.30,

6.0 ff 10 3.7.1•，.11.20.21.24. 
32 53.58.

5.5 n 2^
L8 9.14.15. X7. 20. 
28.29.33.汹 . 抑 . 41. 
45.46.4l>.63^5. 66. 
57,fi0.61. OS

5.0 tf 16
12.22.31.35^36.37. 
3840.43.44.47.48, 
5<).51*.59,<>2

4.5 // 2 27.42.

4.0 " i  25.

3.5 it 2 19.51,

世
帶
樯
成
に
現
.は4

.

た
地
域
性 

.
五

六

■
 

s

i

o

.

.
で

ゐる
。
此
の
.
內
.、
第
一
十
九
區
0
世
帶
最
庶
比
率
に
つ
.い
て
は
上 

.
述
：

Q

如
き
特
殊
の
事
情
に
戡
く
も
の
で
あ
り
、
そ
の
比
率
の
俄
い 

：

事
に
於
い
て
之
れ
に
次
ぐ
第
五
十1

區

C
1
V八
人)

の
場
合
も
同 

_

で
あ
る
。
表
に
し
X
承
せ
ば
上
の
如
く
で
.あ
る
o 

一'
此

の

表

に

ょ

づ

..て

浪

名

と

五

人

以

下

.«
>
場
合
は
頗
る
少
な
く
全 

體
の
八
^
に
：む
か
當
ら
“
な
い
。
同
様
奪

.
五人
以
上
の
階
級
も 

少
な
く j

四
。
三
^
、
從
つ
て
八
割
近
く
が
六
•
四
丨
五
•
〇
人
級
の 

说
滞
に
集
つ
.
て
ゐ
る
事
を
示
す
。
殊
に
多
い
‘の
は
五
，
五
人
級
で
之 

れ
は
全
體
の
三
六
•

五
^

に
當
る
。
.

:

0

n
純
粹
家
尨
世
帶
に
就
い
て
見
れ
ば
、

一
佌
帶
當
b
最
高
人
員
は
、
W

•七
人(

筑
三
〇
區)

で
最
促
は
一
ー
7
三
人
の
第
十
九
厥
で
あ 

る
。
若
し
前
述
の
理
由
に
ょ
つ
て
此
の
，擎

九

區

(

之
れ
に
近
似
の
第
五
十
一
區
丨
三
J
パ
人)

を
除
け
ば
第
三
士
長(

三
.
•三
人)

第
二 

十
五
區(

三
*
九
人)

が
.最
低
の
ネ
の
士
し
て
上
げ
ら
れ
る
0
第I

1十
五
區
の
場
合
に
は
.ァ
パ
ー
ト
居
住
の
影
響
が
、
こ
、
で
再
び
窺
へ
る

か
も
知
れ
な
い
、
第
三
十m

區
の
場
合
に
は
、
總
人c

价
帶
の
割
合
に
®
す
る
開
き
が
著
し
く
目
立
つ
、
即
ち
、
此
の
三
•
三
人
に
對
し 

て
五
•七
人
が
示
さ
れ
る
o 

；

純
释
家
族
低
帶
杧
あ
つ
て
は
、
總
人
口
の
場
合
程
世
帶
構
成
.人
員
に
變
化
が
多
く
な
い
。
.次
表
の
示
す
が
如
く
*
三
•
五
I
四
•
〇
人



總 K n 世 帶 純 粹 家 族 世 帶 使用人ヲ含ム家族 lit帶

ニ  life 帶 

人 ロ
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IIL帶數對ス • ル  
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科供帶 

人員數
世帶數

纖 ュ
對 ス ル
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各 111:帶  
人員嫁
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1ゾ r  %
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1

~ T 4 —
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27 '
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29 .

'
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%
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E

帶
權
成
に
現
は
れ
た
地
域
性 

五

九

(

三
九
九)

•

I!

fj 
[1
I

世
帶
構
成
に
現
は
れ
た
地
域
性 

五

八

C

三
丸
八)

.

も
第
十
九
區
の
、
，三
全
人
、
第
五
十
1
:區
の
：三
-

ハ
人
，
を
特
異
例
と
し
セ
除
け
ば
、第
ニ
十
五
區
の
一
ー
す
九
人
、
第
四
十I

區
の
四
•
一
 

人
、
第
^

十
七
區
の
四
•

H

人
が
®

位
を
占
め
る
。
四
•

〇
人
級
以
下
は
前
表
の
示
：す
通
り
'

極
め
セ
少
な
X

、
總 

同
樣
の
合
訐
宄
區
、
更
に
五•

五
人
級
以
上
の
諸
區
も
そ
の
合
計
，十
一
一
區
で
必
ず
し
も
多
く
な
い
、
即
ち
地
區
總
數
に
謝
し
て
一
一
割
强 

で
あ
る
。
反
之
*

四
立
丨
五
•

◦

人
級
の
一一

階
級
は
四
十
五
區
を
占
め
、
全
體
の
七
割
に
當
る
。
前
頁
下
段
の
表
の
示
す
が
如
し
。

以
上
、
各
地
區
に
就S
て
、
世
帶
構
成
を
機
々
の
觀
點
か
ら
尊
出
し
た
.が
、
次
の
翻
に
推
測
を
下
す
事
が
出
來
る
。
即
ち
、
總
人
口 

世
帶
と
使
用
人
を
含
‘む

家
族
世
帶
と
は
ほ
r
地
區
的
に
同
じ
傾
向
を
1
:小
ず
が
、
純
粹
家
族
1{
1
*帶
に
あ
つ
て
は
、
地
區
に
ょ
づ
て
著
し
い 

差
興
を
示
す
と
。
即
ち
純
粹
家
族
世
帶
に
於
'い
て
は
各
地
區
は
比
較
的
に
近
似
し
て
ゐ
る
：の
に
對
し

て

、

總
人
ロ
世
帶
、
使
用
人
を
含 

め
た
家
族
1|
|
:帶
に
於
い
て
各
地
區
に
著
し
：い
隔
差
が
.あ
る
か
ら
で
あ
る
9

其
の
例
と
し
て
、
總
人
口
世
帶
に
於
い
て
最
高
率
を
示
し
た

第
六
、
第
十
六
、
策
二
、
第
艽
、.
第
十
三
、
第
十
八
，
第
一
不
三
、
，第
三
十
區
0
諸
地
區
は
、
，'純
粹
家
族
1|
|
:
帶

と

し

て

は

他

の

諸

地

區

.

.

.

.

.

.

. 

, 

'

と
必
ず
し
も
著
し
く
隔
離
し
.て
ゐ
な
い
が
故
に
、
そ
れ
丈
け
、
十
分
其
の
地
區
の
特
笆
を
示
し
て
.ゐ
る
。
：
大
體
に
就
い
て
見
れ
ば
商H

 

業
的
地
區
で
あ
る(

第
一
次
報
齿
妒
の
地
圖
に
ょ
つ
て
參
照
せ
，ら
れ
た
し)

尙
ほ
、
各
地
區
の
世
帶
總
數
及
び
各
佌
帶
構
成
に
對
す
る
平 

均
比f

に
つ
い
て
は
、
第
三
表
を
參
照
せ
ら
れ
度
い
.
。
.

■

.

奴
、
以
上
の
五
ニ
九
四
1|
|
:帶
は
_

成
人
數
の
階
級
別
に
見
る
と
、
實
際
、
如
何
に
分
布
さ
れ
て
ゐ
る
か
、
先
づ
最
初
に
表
を
揭
げ
ょ



第+六區各世帶

. 構 成 表

.ーノ

M
_

、 m
i 族
1 in；

帶

I ；

_

. m i
i 人 .

L E §
0oん 4 0

1" 6 4 4

2ク 10 4 2

?Jt 11 6 6

4"
8

9 •j

5ヶ 14 8 S

i\f/ 3 4 4

Vf 7 9 9

s " 2 •5 6

9" 2 8 7

10" 2 4

11"; 1 1 3

12" 2 2

13" 1 1

14"

15〃 1 1

W/ 3 3

m 1 1

18"

世
帶
椒
成
に
魂
ば
れ
た
撖
竦
性 

>

.

.

.

.

，
.ふ

.
：
：

：
.
.
’
.
，
：
，
，
.
丨

. 

六
0

-

(

四
0

0〕

，

.
此

の

表

に

ょ

つ

て

見

る

と
、
純

粹

家

族

幕

の

、
全
地
域
一
世
帶
平
均
人
員
が
四
：6
—

A

で
あ
る
事
情
が
明

白

に

な
，る
、
即

ち

割

合

に
此
の
家
族
枇
帶
の
人
數
は
全
體

と
し
て
み
て
多
く
な
いo

 

n
r

人
世
帯
の
ニ

〇
<

が
は
？

り
と
服
に
映
ず
るo

之
れ
を
各
地
區
別
に

見
.る
事
は
、
'
特
殊
の
I

f

 

I

以

外

は

徒

ら

に

襲

I

き
起
す
.丈

げ
S

る

か

ら

^

^
 

(

各
地
區
別
の
純
梓
家
族
世
帶

の
權
成

人

蠢

別

表

為

様

の

理

由

ょ

つ

て

揭
f

避
け
た)

使

用

人

美

む

家

族
I

及
S

人

品
帶

に

於

い

て

は

一

一

人

I

一

〇

人
未
滿
の
S

に
、
多
く
の
敷
が
比
較
的
に
幅
廣
く
均
分
し
て
ゐ
る
。
使

用

人

を

含

む

家

族

器

に

あ

つ

て

は

、

三

个

四

人

化

俄

.

力

金

體

の

三

韵

，
一
分
を
占
め
、

總

入

口

世

帶

で

は

四

个

五

.
人

世

帶

が

全

體

..の

ニ

九

ズ

に

當

る

傾

向

が

顯

出

し

て

ゐ

る

o

(

ニ)

各
種
泄
帶
搆
成
に
現
は
れ
た
地
區
的
特
色

各
地
區
の
世
帶
鞲
成
に
就
い
て
は
、
各
地
區
の
特
色
を
論
ず
る
時
に
あ
た
つ
て
特
定
地
區
の
も

の

の

み

を

例

證

と

し

て

描

げ

る

事

に

す
る
。
.例
.へ
ば
第
六
區
の
如
き
は
總
人
ロ
世
帶
•と
純
8

l

f

Q

.
構
成
人
8

に
著
し
き
相
s

l

s

i

ベ

た

が(

七
•

一 

.

人
丨
四
•
〇

人)

此'
Q

地

區
は.一

方

I

業
的
、
他
方
に
工
業
的
生
f

 .簾

に

示

し

て

ゐ

る

。
其
れ
故
に
、
假
に
此
の
地
區 

成
を
示
す
と
次
0

様
に
な
る
0
.

笫四-卜一區各世帶媾成表
■ • ■ >

- m

人 M i
m \ m

祆 族 晚 州  

人 仳 m

n r 入 口  

f i t 帶

0 i

5X 8 7

2 21 1G 10

3 23 24 16

4 18 18 23

6 16 13 15

6 7
'

身 . v

7 9 6 9

8 5 9 10

9 2

1 0 I I

2 1

11 1 2

12

13 1

14 1

15

16 1 1

17 ■

]8 1 1

19

20

21 |

22 | 1

之
れ
に
ょ
つ
て
見
る
と
、
第
十
六
區
の
場
合
に
は
、.’
純
粹
家
族
世
帶
か
ら「

使
用
人
を
含
む
家
族」

世
帶
及
び
總
人
口
世
帶
權
成
へ
と 

移
る
に
從
つ
て
、.
一
佌
帶
_

成
人
員
が
著
し
く
多
數
の
方
へ
推
移
し
て
行
く
0

:
然
か
し
、
家
族
*使
用
人
佌
帶
と
總
人
ロ
世
帶
の
間
に
は 

著
し
き
相
違
が
な
い
。1
,

\
 

- 

反
之
、
次
の
場
合
は
、
別
個
な
傾
向
を
呈
す
る
。
即
ち

笫
四
十
一
區
に
ぁ
り
て
は
、
純
粹
家
族
世
帶
と
家
族
•

使
用
人
世
帶
と
の
間
に
、若
干
の
異
動
を
見
受
け
、
更
に
總
人
口
世
帶
の
場
合 

に
も1

段
の
推
移
を
荥
す
。
之
'れ
は
、
.'

下
摘
人
々
ロ
の
多
い
地
.區
で
、
各
種
世
帶
の
。平
均
人
員
を
.
示
せ
ば
三
•

九
人
丨
四
•

六
人
丨
五
• 

六
人
と
な
つ
て
ゐ
る
。
。
次
表
は
第
十
八
區
で
同
居
人
ス
ロ
の
最
も
多
い
地
區
で
ぁ
り
同
じ
猶
な
傾
向
を
示
し
て
ゐ
る
。

世
帶
構
成
に
現
は
.れ
た
地
域
#.
六1

(

四
0

1〕

*



第 十 ハ 區 各 世 帶 糨 成 表

k 勘

0

U

族 世 得  

1

^ 务 族 使 月  

う A — 世 费

1 總 人 U  

7  ' » ： 帶

1 2 1
1 ;

2 6 6

3 1 B 1 2 2

4 3 5 1 8 8

5 9 8 14

6 1 1 1 5 1 7

7 5 1 ： 8

8 ' 3 y : ： 6 . y  .

9 : ; :
2

: :

1 0 ■ 1 2  ...
只 . .：

11
■■ • :

1 2 へ :

1

13
2

14 . . . ::

1 5

16
1  V

馨

權

成

に

現

は

れ

た

地

域

性
'

六
ニ 

§

5

楚
等
に
つ
い
て
は
又
、
後
に
引
證
す
る
時
が
あ
ら
ぅ
。

、
：

.

.. 

■-
 

.

.

.
 

.

.

.

.

0

5

各
世
帶
に
於
け
る
使
用
人
雇
傭
情
f

總
說

本
調
避
の
全
地
域
に
居
位
す
る
使
用
人
は
總
數
五
ニ
0'

九
人
で
あ
り
：、
之
れ
を
雇
馓
督
に
分
け
れ
ば
家
^

使

州

人

 
一

ニ
五
八

人
' 

營
業
使
用
人
三
九
五|

人
で
あ
つ
た
o
.
今
、
此
の
使
相
人
人
ロ
を
中
心
，と
し
て
の
世
帶
鞲
成
を
觀
察
し
.て
見
ょ
ぅ
0 

先
つ
使
用
人
總
數
を
全
地
域
の
世
帶
總
數
に
此
較
す
る
と(

五
一
一
九
四
世
帶
に
對
し
て)

I

 

■

約
一
人
の
割
合
を
示
し
て
ゐ
る
？
 

九
八
人)

家
事
使
用
人
は
*

〇
•

!

四
人
、
營
業
使
用
人
で
は
〇
•

七
五
人
に
當
る
。
此
の
割
合
は
頌
る
偁
率
で
は
あ
る
が
、
全
世
淳
中
、 

使
圯
人
を
雇
傭
ず
る
世
帶
と
然
ら
ざ
る
も
の
と
を
檢
出
す
る
と
次
の
結
果
5:
'

得
る
0
'-

W
1

丸§
1

世
帶
节
使
用
人
を
|

す
.る

籮

の

總

數

は一

丸
七i

f

世
帶c
全
世
帶
に
對
し
で
奪
か
從
つ
て
、
使
I

I

す
る
世

帶
總
數
に
つi

て
、■
使
用
人
の
ー
世
'̂

平
對
人
敷
を
算
出
す
み
な
-̂

ば

、ニ
世

帶

當

り
0

平
均
|

1
八
人
と
-̂
-

る
0

家
事
使
辟
人
に
つ
v>
- 

て
は
、
〇
•

ハ
三
人
に
し
か
當
ら
ず
、

營
業
使
用
人
に
つ
.い
て
は
、一

世
帶
當
り
一
一
入
の
平
均
人
數
を
得
る
。
1L
に
家
事
•
營
業
各
使
用
人 

を
雇
傭
す
る
世
帶
を
算
出
す
る
と
、
家
事
使
用
人
を

屉
傭
す
る
世
帶
は
九
〇

一

V

從
つ
て
總
世
帶
に
對
し
て
は
、
.僅

か

に

、

一

七

^

の 

il
l
:帶
が
家
事
使
用
人
を
雇
傭
し
，て
ゐ
る
泰
を
.示
し
此
の
率
は
頗
石
低
率
で
ぁ

る
。(

使
用
人
•を
有
す
る
il
f
c帯
の
總
數
に
對
し

て
は
、
四
六 

ズ
に
該
當
す
る)

此
の
'家
祺
使
用
人
を
有
す
る
世
帶
數
九
〇

一
戶
で
使
;fj
人(

家
事
}
總

數

の

1

世
帶
平
均
を
求
め
る
と
、

一
•
ニ
八
人
に 

當
り
、

必
ず
し
も
比
率
は
優
秀
で
は
な
い
。

M

に
營
業
使
用
人
を
有
す
る
世
帶
丈
け
を
檢
出
す
れ
ば
.
一
一
六
六
世
帶
と
な
り
、
總
數
に
對
し
：て
は
、
五
九
多
に
常
る
o

此
の
-[
i
t
帶 

數
を
以
つ
て
營
業
使
用
人
總
數
を
割
れ
ば
'

一傲
帶
平
均
と
し
て
約

三•
四
人
と
云
ふ
數
字
を
得
る
。
此
の
比
率
は
比
較
的
に
優
簽
で
ぁ 

る
、
即
ち
、
營
業
上
使
用
人
を
置
く
世
帶
で
平
^;

數
が
、
之
れ
に
達
し
て
ゐ
る
事
は
、「

通
勤
#

」

を
除
い
て
ゐ
，る
事
を
考
へ
て
、
相
當

な
も
の
と
思
べ
る
。

營
業

使
用

公
r

ル
抵
帶

|
家

事
麵

切
ス
ル
健

:

1
使

默
ヲ

釔
ル

世
帶

ド
-

^
 

1 
L

M
M

L
f

i
i

r

1
全

爾
鏐

續
率

全
鱗

像
ル

比
率

.
丨-

赚
切

麵
人

1

[
全

世
帶

潔
ル

此
率

ー
赚

當
说

使
用

人
1

一
*世

帶
當

リ
平

均
使

用
人

 
2 

6
人

/
家

0.63
人
 

ふ
0八

彳
營

2
人

世
帶
構
成
に
現
は
れ
た
地
域
性

故
に
、
此
の
.全
地
域
を
通
觀
し
て
、
家
事 

使
州
人
に
於
い
て
は
比
較
的
低
率
で
あ
る 

が
、
營
業
使
用
人
に
於
い
て
は
、
比
較
的
高 

率
だ
と
会
ふ
結
論
が
出
る
。
以
上
の
數
字
を 

表
に
し
て
見
れ
ば
上
の
通
り
で
あ
る
。

六

三

S

2
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各 地 區 ノ 使 用 人 ヲ 有 ス ル 世 帶 數 階 級 表

世帶數 池區數 地 區 赉 號

60以上 2 20.32

55 〃 1 53.

5 0 ヴ

46 〃 8 6.55.57.

40 " 5 14.29.56.61.62

35 " 10 3.5.19,23,24.34.38.39.48,52

30 〃 14 2,4.7.8.11.28.31.41,44.49.
68,59.60.63.

25 〃 11 9.15.17.21.25.33.35.37.43. 
46.51.

20 〃 12 10.12.X3.18.22.26.27.30.40.
47.50.54.

15 » . 4 16M .42.45.

10 •， 1 .

..... ...

(

四)

各
世
滞
に
於
け
る
使
用
人
雇
傭
の
情
況

I

各
地
區
別

以
上
の
情
況
を
各
地
區
別
.に
つ
い
て
見
れ
ば
、
ニ

麼

、
地
域
性
的
な
興
味
を
喚
起
す
る

.

事
が
出
來
ょ

ぅC

先
づ
使
用
人
を
有
す
る
世
澈
を
各
區
に
就
い
て
檢
盗
す
る
と
次
表
の
如
く
な
るo

:

.
 

-
 

.
 

•

发

~

I

I

I
 

. 

_ 

^

~
1

f

之
れ
を
各
地
區
の
全
世
帶
數
に
對
比
せ
し
め
る
と
、
第
二
十
八 

號 

5

.19

:
43
io

. 

' 

一
 

：

_

 

1

44.

37.

30.

區

の

七

〇

％

を

最

高

と

し

、

最

戚

は

第

十

九

區

第

四

十

ニ

區

の

!

&

#「

. 

2

4.
3
831
.

4

.3
3.
3
26
.

|

一
九
^

と
.な
'る
？
第
十
九
區
は
前
述
の
如
く
ア
バ
ー
ト
世
帶
の

ル

區

.6
1

.

S

1 .
2

.6
3
.

2r
2

..
*

1 8.

4 5.

,

:

爲

め

に

、

世

帶

數

が

徒

ら

に

多

數

に

上

っ

た

區

で

あ

り

、

例

外

 

X

7.
56
,2
s l
60
7

:

13.

54.

42.

f

 

也

0.
3

2

.
3;
:

55.

5

.2
9

.

5.
1

9

4.
7
.

8.
5

9.

15.

1

: s
;

.5
0

.

.3
6

.

■

と

見

る

.
べ

き

で

あ

ら

ぅ

が

、

第

四

十

 

ニ 區
の

间

率

は

、

ー

應

注
 

^

 

 ̂

2

 

5

6.
14
3.
2.. 

6

9.
46
10
47
16

.

.1.

^

敷

—

-

-

-

-

-

-

-

-

-
-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

--
-

-

-1

目
に
値
す
る
。
第

j

區
が
使
用
人
を
含
む
世
帶
數
と
、
全
世
帶

^

 

N

-

I

_________________________________________________________________________________

l

l

l

n

l

 

T

 

]

I

 

f

 

:
 

I

に

於

け

る

そ

の

比

率

の

双

方

に

於

い

て

i

率

を

示

し

て

ゐ

る

の

區

說

上
 

.

.1
.

.

地

帶

|

 

“ 

^

レ

”

一

一

5-
0»
5,
/

"

o

も
注
意
に
値
す
る
。(

使
用
人
を
含
む
世
帶
數
は
十
三
、
そ
の
比 

■ 

率
一
一一 

%)

最
高
率
を
.示
す
第1

1

十
八
區
は
、家
族
使
用
人
世
帶 

の
實
數
.で
は

必
ず
し
も
多
く
は
な

い

' 

(

三
十
世
帶
、
此
の
地
區
の
.世
帶
總
數
が
少
く
四
十
一
一
一
世
帶
で
世
帶
數
に
於
い
て
は
最
下
ほ
に
近 

い)

之
れ
.に
次
ぐ
第
ニ
區
、.
第
六
區
等
、
い
づ
れ
も
營
業
地
區
で
あ
る
所
に
特
6

が
あ
る
、(

第
-—
*
'
一
區は
、
家
族
•

使
'用
人
世
帶
の
比
率 

が
六
八
^

、
第
六
區
ば
六
九
^

)

三
田
通
り
に
沿
ふ
主
と
し
て
營
業
地
區
を
と
つ
て
見
る
と
、
此
の
第
一
一
、
第
六
の
兩
區
の
外
に
、
第
二
.

世
帶
構
成
に
現
は
れ
た
地
域
性 

六
-E(

四
◦

五
>
.

一世帶ニ於ケル使用人人擻階級表
' … . ■ • ■ ； • . ■

" 總 侦 川 人
ノ 場 合 f f  —

使用人顆 丨U:帶數八數 肽帶_ 人數 丨丨i 帶製(j A m i

1 人 818 | 818 699 6U9 462 > 462

2 " 449 898 132 264 352 704

3 ” 255 7fi5 39 117 219 657

4 " 167 1 668
1 ' 13 52 141

i
564

5 〃 108 j 540 6 30 72 360

6 ” 56 336 7 42 48 288

7 " 35 245 1 7 28 -196

8 〃 29 232 1 24 192

9 " 19 171 1 9 14 126

10 〃 9 90 9 90

1 1 〃 8 88 '
2 22

12 " 4 48 2 24

13 ” 1 13 1 13

14 " 2 28 ! 14

15 " 2 30 \ 2 30

16 〃 3 48 1 16 2 32 •

17 〃 2

——一.!
t

34
— --- -----_广

2

' i

34

2 1 〃 2 42

!

2 42
1
(

37 "
M

37
::り 37

!
—」 _ i

39 〃 78
! 1 39

合 i 1972 5209 901 1258 1166 3951

此
の
表
に
ょ
つ
て
見
れ
ば
、
家
事
使
用
人
で
は|

世
帶
ニ
人
の
場
合
が
金
體
の
七
六
炻
を
由
め
て
ゐ
る
。
一
一
人
の
場
合
は
全
體
の
一 

四
％
.に
し
か
當
ら
ず
、
以
下
、
論
ず
る
に
足
ら
ぬ
：。
反
之
、
營
業
使
用
人
0
場
合
に
は
、

一
人
の
場
合
が
金
體
の
.約
四
割
弱
、
ニ
人
、 

.三
A
:©
兩

者

を

一

緖

に

し

た

も

の

は

、

約

四

八

^
に
達
し
、
此
の
階
級
の
勢
カ
が
大
き
ぃ
事
情
を
承
し
て
ゐ
.る
0 

•

世
帶
機
成
に
現
は
れ
た
；地
肩

性

. 

六

四

C

四0

西) 

次
に
、
：
l
ll
t
滞
內
に
於
け
る
使
用
人
數
に
.ょ
る
‘階
級
を
算
出
し
て
見
れ
ば
次
表
.を
得
る
？

'
:



各地區ノ lit帶總數ニ對スル 

家族•使灯丨人世帶ノ J:匕‘表

% 地 區 數 池 區 骄 號

70以 上 1 28.

65 〃 2 2.G.

60 〃 3 24.32.57

65 "■ 4 3.5.20.31

50 〃

3 4.10.53.

4 5 ガ 7 8.9.18.29.35.40.62，

40 〃 7,14.17.30.34.49.56. 、

35 " 9 11.L8.23.3D.43.48.52.55.61.

30 ”
9

10.12.21.26.S3.S8.4l-44.47.

25 10 15.22.25.27.36.37.54.58.5U. 
60.

20 〃 6 1.40.45.50.51.63.

1 5 〃 2 19.42.

次
に
，
營
業
•
家
事
の
一一

方
商
に
於
け
る
使
用
人
雇
傭
の
情
況
を
各
地
區
に
就
い
て
見
る
に
、
先
づ
家
事
使
用
人
を
有
す
る
世
帶
に
就 

い
て
見
る
と
、
實
數
で
は
第
五
十
^

■

五
十
，三
の
兩
區
の
四
九
、
四
八
世
帶
を
最
高
に
第
十
區
の
一一

世
帶
を
最
下
位
と
す
る
。
各
也
區

'

■，
世
帶
樽
成
に
：I

れ

た

地

域

性

.

.

.六

六

(

四
0

六)

 

十
四
戚(

六r
l
5

第
八
區(

四
七
：S

第
七
區(

四

四
5

第

丑

琛

在

九

さ

が

あ

り

、

い
づ
：れ
も
比
較
的
に
高
率
を
示
し
‘て

ゐ
る
0

之

1 

‘と
同
様
に
純
然
た
る
住
宅
地
區
も
、
家
族
•
使
用
人
世
帶
の
比
^

が
相
貧
に
高
位
に
あ
ネ
o

第
五
十
七
區
0

ハ
0

^)

第
五
十
三
區(

五
一 

知

)

第
四
贿(

五

1

%)

等
が
ぞ
作
で
あ
る
。
’

營

業

地

的

•
估宅
地
，的

、'
.̂
づ

れ
.の
，勢

カ

：に

ょ

つ

て

、
家

族

•
使

用

人

世

帶

の

比

率

が

高

位

に
 

在

名

か

：は

、
1!
に

次

：
に

說

く

分

析

に

ょ

つ

て

明

か

に

な

ら

ぅ

0
.

各地區ノ家瘓•家事使用人

‘ 佌 帶 數 二 ョ ル 階 級 表
•. . . :

m帶數 |池區數 地 區 骄 號

45以よ : 2 53.57.

40 〃

36 ”
'： い. ！、..

30 " : 1 32.

25 ff 1 55.

20 " 9 4.20.22.29.38.39.41.60.62.

15 〃 9 3.5,6.14.19.34.48.56.61.

丨10 " 23
2.7.8.11.12.16.21.23.24.26.
26.28.33.37.40.42.44.61.52.
54.58.59.63.

5 〃 17 1.9.13.16.17.18.27.30.31.35.
36.43.45.46.47.49.50.

■ 下 1 10.

を
そ
の
世
帶
數
に
應
じ
て
分
類
す
れ
ば
上
の
如
く
で
あ

.
卿

級
 

|

.3
9

4.
4
85.
2
0.
4

'

六4
-ー：11

地
區
の
い
づ
れ
に
最
も
多
く
家
事
使
用
人
が

:,
織

：
げ

區

. 

-

29
.
:*
4.
1
9
.1.
1
233
9:
6
316
4
75.
4

6

雇
傭
さ
れ
て
ゐ
'る
か
を
f

爲
め
に
は
、
各
地
區
の
世

.族

:.

ョ
，
' 

地

3.
5

2.
5.
.
20
.

“
 

..7

.
8
.6.
2

4.
5

.9

.

1

I 

a

帶
總
數
に
對
す
る
、
家
事
使
用
人
を
有
す
る
世
帶
の
比

“

少
'

數

：可

0

1

1

—

1'
!

‘ 

I

 

;

丨

1

率
を
證
し
て
見
れ
ば
明
か
に
な
る
と
思
ふ
。
蓋
し
、 

g

 

帶 

g

 

9 

9 

2
17
1

«

け

家

事

使

用

人

は

そ

の

性

質

上

、

大

體

一

世

帶

ー

人

を

最

 

V
V•
一
 

|

45
/

:
;
—

30
:
25
: 
^
 

- 
^

10
I

P
 

■
- -

.

も
普
通
と
す
る
か
ら
で
あ
るC

本
稿
前
段
の
表
を
見
ょ)

 

I

I
 

, 

I

~

n

~

 

- 

- 

I

I

此
0

比
傘
を
表
に
し
て
示
せ
ば
次
.頁
.の
通
り
で
あ
る
0 

扨
、
此
の
策
に
ょ
つ
て
.見
る
.と
、
最
髙
位
は
六
〇
^
の
第
五
十
七
區
で
此
の
地
區
は
旣
に
前
號
に
於
い
て
述
べ
た
樣
に 

一
一
S

人
の
使 

用
人
は
，全
^
、
家
.事
使
用
人
と
示
さ
れ
た
：の
セ
あ
.る
o :

斯
く
.の
如
き
は
最
も
特
異
例
と
ー
其
ふ
を
得
ょ
テ
0

:故
に
使
用
人
を
有
す
る
世
帶 

に
就
い
て
ぼ
へ
ば
'
:一
世
帶
に
平
均一 

ー»
ニ
四
人
の
家
事
使
用
人
が
雇
傭
さ
.れ
て
ゐ
る
事
と
な
り
、
全
世
帶
總
數
に
つ
い
て
.ー35
:

<>

て
も
.ー
世 

帶
平
狗
T

P

一
一
人
.の
.家
事
使
用
人
が
住
ん
で
ゐ
る
事
と
な
^

一
 

_

く
の
如
き
は
、
金
く
他
に
見
る
»

の
.
.出
來
な
：い
現
象
で
あ
る
0 

此
の
最
高
率
に
次
ぐ
も
の
は
、
第
五
十
三
，區
の
.四一 
ー̂

で
此
0

她
區
は
家
事
使
用
人
總
數
七
十
三
人
、
從
つ
て
、
家
事
使
用
人
を

W

す 

る
世
帶
に
つ
い
て
^

へ
ば
.
.
11«
:

帶
平
均
1

>
五
人
^

當
る
が
、
：全
：世
帶
總
數
：に
0

い
て
見
れ
ば

佌
霖
成
^

現
ば
れ
た
地
域
性
''
'

.

;

六

，卞

(

四
D
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各 地 區 ノ 糨 佌 — ニ 對 ス ル i 象 族 •  

家 事 使 用 : 人 耻 帶 ノ 埃 率 獅

%
m m \  m  k  :赉 ： m ：

剛 上 1 5 7 ,： と ' ' ，. . : .：■ .. '. . ..... •...
45 ff 一 .い.；' . ^ ：:

. ノ. . ぃ， . . . . >:
40 〃 • 1 . 53. . / •；•' v：； '：：v

3 5 "  | 1

: 3 0  "  2 2.32. ' ' ■ ； ■” •
25 " 4 6J6.29.62, 丨

2 0 " 7 : 3.622.28.39,41.55.
15 〃 14 8,12.14/:0.23.24.26.30.34, 

38.40^8.54,60.

10 " 27
1.7.9.11.13.15.17,18.19 21.' 
25,27.81,33.85.86.37,42.44 
45,46.51 ;52.56f58,59,61.V

5 "  5 43.47.49.50.63； '

5 以 ド 丨 1 :
— l_ 1___|丨 1 ■lll ŵi —WTW—m

10. • . . '

1
令

く

H t

帶

數

人

數

1 人 1 9 1 9

2  " 1 7 3 4

3  " 8 2 4

4  > • 2 8

5  〃

: 6 叫 1 6

7  ”

8  〃 1 8

1 6  〃 1 1 6

合 計 4 9 1 X 5

/
世
帶
構
成
に
親
は
れ
ぢ
地
域
性
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六
：八

s

o

八)
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\

|號

ベ

'
dン
”

.

' 

:

-

—

47U'

吟

、
ぐ

+
七
#Q

:

現
象
は
茜
じ
き
顯
著
な
事
例
と
袞
つ
て

1

^

-- -
ご
.
.
.
'
,

で

.

'

”：：

春

，

な
.ぃ
。
：
,

.
'
:

-

.パ(

'
へ一

;

^
 

r
. '
. 

: 

.

. 

-

.

5

.
t.
2

.
' :7a
.6.
8

v 

- 

I
.

。

^

' 
比

じ
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■ハ

:;

41
.
5̂

_5
.
1
_
_
63
;
-
:
. 

.. 
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H

、

.
順
-̂

I

 

”
ー
へ「

'

:

'

^

'

パ
：
奪

旣

に

述

，ベ
た
欉
に
、
全
世
帶
總
數
七
三
の
中
、 

り

_

.

5.:
'

|
_
«

57
.

:

':「

jk

も

f

 

:
'
■

僅

，
か

に

ニ

暴

に

，
の

み

、
.
.
家

事

使

用

人

が

見
出
さ 

H

I

I

 

^

~
6:
,

|
處

'
"

れ
I

f

ぁ

る

。

そ

の

實

數

は

一

一

八

で

‘
、

此

.
Q

.

_

 

.事
’ 

k

-

I

M

I

I

i

r

l

l

l

l

l

r

l

^

f

I

'

^

1

1

1——

-

!

:':
■

摩
は
本
誌
前
號
比
.於
い
て
特
に
注
意
を
喚
起
し
て

.各

.

.家
-

..\

'
.
.
.狂
ン

.々

,

.

"-;
:

"
一.。.

"

.〃

.

.

.
"
.P 

 ̂

:

.

60
M

45
1
40
35
30
25

一20
1
15
10
5
 

I
I
.
」

お
5

た
;/

で
ぁ
る(

第
九
.ニ
頁
1

に
角
、
/1

傭
せ

:
,

'

、

.

..

.

. 
■

. 

. 

■

',

ァ
>

ら
が
\ -

家
事
使
甩
人
の
數
0
多
寒
を
以
つ
て
、
坐 

活
濟
況
を
乐
す
資
料
と
食
り
得
：る
な
ら
ば
、：是
等
の
關
係
は
相
當
簞
要
視
さ
れ
：て
然
る
>

へ
き
で
ぁ
ら
ぅ
0
.

I

即
_

の
點
を
幾
分
靜
し
く
檢
討
し
見
る
が
，
第
五
十
七
區
I

拿
使
用
人
雇
鳜
情
況
，^

見
る
と
次
表
の
如
く
で
ぁ
る
。

.

.

人

：
數

19
34
24

8

 

6 

8

■

16
15
-_
«
世

帶

に

十

六

人

を

雇

傭

ず

る

が

如

き

は

特

異

的

で

は

ぁ

る

が

I

n
 

.

.

 

_ 

1

li
t

帶
數
.
19
17
8
 

2
 

.

1

1

1

9

そ
れ
で
も
ニ
人
の
雇
人
を
有
す
る
#

帶
が
十
七
、
三
人
の
も
の 

5

ケ

飾

ノ

人

"

"
"
7

■,—

-

-

-

-

-
-
^
7

が
八
世
帶
あ
る
が
如
き
は
此
の
地
區
の
特
&
を
示
す
も
の
で
あ

U

名

W m r n A
ラ有X ル供 
帶ニツイテ

ノ俾用人
平 均 數

世 帶 臟 一
對シチノ使 
用人ノ ；
平 均 數

丨丨上帶總數ニ 
對シテ家事 
酬八アル  
丨It帶ノ比率

67區 2.3八 1.42人 . 60%

4 〃 . 2:0 " 0.76 〃 38 "

63 " 1.6 〃 0.64 〃 42 "

29 〃 2,0 〃 0.53 " 2 6 ，.

54 ” 1,9 〃 0.32 〃 17 〃

00 “ 1.8 ” 0.池 •• 18 〃

63 " 2,0 " 0.19 " 9 "

42 〃 1.9 " 0.27 " 14 "

1 " 2 .1 〃 0.2L 〃 10 >•

之
れ
に
追
隨
す
る
も
の
-i

し
て
第
五
十
三
蔵
を
舉
げ
た
が
家
事
使
用
人
を
有
す
る
弛
帶
に
っ
い
て
の
平
^
砠
用
人
の
比
率
で
高
位
の

：

' 

:
 

■

も
め
を
上
；げ
れ
ば
第
一
區
、
第
四
區
、
第
一一

十
九
區
*
第
六
十
三
區
が
一
世
帶
當
り
ニ
人
と
な
'り
、
次
い
で
第
五
十
四
區
第
四
十一

ー
區 

(

一
•

九
人)

第
六
十
區(

一
•

八
人)

が
擧
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
是
等
の
諸
區
と
第
五
十
七
區
と
の
相
違
は
.
各
地
區
の
總
世
帶
に
對
し
て
、
 

策
五
十
七
區
は
見
に
角
も
一
世
帶 

一
*
四
ニ

人
に
當
る
に
反
し
、，：他
の
諸
地
區
は
比
較
的
に
優
秀
な
率
を
示
す
も

の

とし
て

、

第
四
區 

(

〇
•

七
六
人)

第
五
十
三
區(

9

六
四
人)

第
二
十
九
區(

9

五
三
人)

を
あ
げ
得
る
が
、
他
の
諸
區
は
い
づ
れ
も
〇
_•
三
ニ
人
以
下
で
あ 

る
。
な
ほ
、
實
際
に
於
い
て
、
あ

る
地
區
に
、
何
れ
程
、
家
事
使
用
人
の
雇
傭
が
普
及
し
て
ゐ
る
か
を
知
る
に
は
前
揭
の
世
帶
總
數
と 

使
用
人
雇
傭
世
帶
數
と

の
比
率
を
泳
め
る

の
が
必
要
.
で
、
以
上
の
諸
地
區
を
此
の
點
で
對
照
し
て
'
.み
る
と
左
の
.表
を
得
，る
。

.

.■*

.

動
m

癖 

"

.

.

.
，
'V
1

|

此
の
表
に
ょ
つ
て
何
が
語
ら
れ
る
か
、
.之
れ
は
、
後
日
の
問
題
で

.

寒
t

m/
^

60
38
42
26
17
18
.

9
14」

10r

あ
る
か
も
知
れ
な
い
が|

應
、
意
味
づ
け
を
し
て
お
く
と
、
先
づ
第 

li
t

對
ai
ll
t

-

數

1

 —

 

-

^

-

—

-

:

.

|

|

|丨

一

，に
、
家
事
使
用
人
の
數
の
大
小
丈
け
で
は
土
地
の
.情
況
を
判
然
と 

,

い

均

.4
2

.7
6

:
:.6
4

:
;5
b

'

..3
2

:

坤

19
.
マ
27
,
21
:

し
翁
ね
<

'
何
故
か
と
沄
へ
ば
*
そ
の
土
地
の
居
住
箸
に
家
事
使
用

終

平

.「

o
 

o
 

o
 

o
 

a
 

a
 

o
. 

o

'

l

.

.

.

:-.̂
~テ
.：：

^

1

1

1

1
-

-

-

-

--—

 i
—

H

入
が
普
ね
<

分
布
し
て
ゐ
る
場
合
と
、
.然
ら
ず
し
て
、
少
數
の
佌
帶

iMJ
ル

ィ

人
•
、

” 

" 

" 
/ 
-.

,

,

"

,

 ̂

^

"
.8
;

,0
.9
i

-

.

-に
#

數
の
使
用
人
が
集
中
し
て
.居
住
し
て
ゐ
る
場
合
と
が
識
別
し
難

隊
け
T

年
i

l

l

l

n

l

n

I

I

,

: 

s
o
そ
れ
故
に「

家
族
•

家
事
使
用
人
世
帶
I

家
事
使
用
人
數」

に
示 

■ ■ 
a
 

^
 

區

■
" 

//
〃-

〃

〃.
"

一

I:
:

'
. 

57
.
'4
j
63
V

29
'
54
;
60
:

63
'

42
.

1

,
さ
れ
る
比
率
.は
、-
抵
く
と
も
、「

全
世
^
總
數 
I
 家
族
•
家
事
使
用
人
' 

世
®

^
成
.に
：親

，は

れ

た

地

域

性

t

 

六

九
.

(

四
0
九)

'



] 各地區ノ家族•營業 

使用人世帶數階級表 .

世帶敦 池區數 地 區 • 號

46以上 1 20.

40 〃 1 6.

35 ” 5 ! 24.32.55.56.61.

30 〃 5 | 3.5.7,14.62.

2 5 ン 10 2.8.11.丨 9.23. 2y. 
81.34.48.49.

20 〃 17
9.10.13.17.21.25. 
27.33.35.43.44.46. 
47.5 59.fi2.03.

15 n 11 4.15.18.9AH0.87.
38,39.41.60.51.

10 ” 9 12.16.28.B6.40.45, 
53.54, «0.

5 // 8 1.22.42.

0 1 57.

論
帶
構
谅
i

は
：れ

た

版

域

性

 

. 

：.七
0

,
:(

四

S

)

一
，
*
.
,
.
,
* 

\ 

r
 

• 

I 
1
 

V 

f --i 

’ パ-
f
'
v 
メ
.
.
. 

.
s
*
.

世
帶J

の
也
率
が
大
で
あ
れ
ば
其
の
地
區
は
、家
事
使
用
人
を
普
ね
：く
，有
す
：る
世
帶
紀
以
つ
て
.槨
成
さ
れ
た
土
地
だ
と
宕
ふ
事
が
出
來
る 

反
之
.，
上
：記
第
ニ
0.

比
率
'が
小
&

る
.
に
も
拘
ら
ず
、:
第
ー
：の
比
率
が
大
'
で
あ
‘る
場
合
に
は
ぐ

心
と
し
て
；5*
1

6

也
活
が
氣
在
し
セ
分
る
6

运
4>
:
事
5:
:

示
す
0

.
第
四
十
1
:
1區
の
如
き
は
使
用
人
を
有
す
る
世
帶
に
關
し
て
は
、

一'世 

帶
の
：平
均
使
用
人
は
1
1
人
に
及
ば
ん
と
し
'て
ゐ
，る
0
:
し

，か

し

、

か
.

X
る
世
滞
.C

家
族
•
家
事
使
用
人
世
帶)

は
全
.世
帶
總
數Q

僅
.か 

一■四 

%

し
か
な
：い
。
被
1C

、
耻
帶
總
數
に
づ
い
：て
み
使
用
人
平
均
は
〇
，-:
七
人
^

云
ふ
低
位
に
下
つ
て
ゐ
.る
。
第

一

區
第
六
十
H

區
等
又 

同
じ
，で
あ
る
。
农
之
、
第
五
十
七
區
の
場
合
は
特
別
で
あ
る
が
、
雄
五
十』

一
一
區
の
如
き
は
：、
.家
事
使
用
人
を
有
す
る
世
帶
に
つ
い
て
は 

j

世
帶
.に
さ
ぅ
多
數
の
使
.用
人
を
有
し
て
は
ゐ
な
い
が(

平
均 

一
•
五 <

>

 

か
\

る
世
帶
が
全
世
帶
の
四
ニ
^

に
達
し
て
ゐ
る
が
故
に
、
比 

較
的
に
、
生
活
が(

之
れ
丈
け
の
標
準
で
判
斷
す
る
拿
を
許
さ
れ
る
な
ら
ば
ノ
銃
一

し
て
ゐ
る
と
会
へ
る
。
要
す
る
に
肝
要
な
點
は
ー
^

.
i
 

.........

一
 
-
. 

.

,

圓.

.

:
:

—

:

こ' 

U

-氧

パ

4

 

: 

'

、

地
區
に
，於
け
る
家
事
使
用
人
の
分
布
情
況
で
あ
る
。
後
に 

,

61
.

.2

.2
44
>a
.8
L

0.
4

.

業

表

#

.

:

.

.5
6

52
.

9.
2
49
7.
2
i

fi

2.
5

1
.3
6.
*

'
 

之
れ
を
苒
び
取
±

げ
る
で
あ
ら
ぅ
。

，
.
酸

.

區
' 

,
1
:

7.
1
4
'
-.l
l
.
l^

l

l

l

l

g

l
 

|

 

.

. 

.

.次
に
營
業
使
用
人
を
有
す
る
世
帶
の
.
情
況
に
移
る
。
此 

族

數

也

20
.

6

.

^

!*

:

家

、帶

—

-
1 

u

 

h

r
 

h

™
 

^

一
の
家
族
‘

營
業
使
用
人
世
帶
：を
實
數
に
.於
い
て
最
も
多
數

g

，
IA
l

-l
.

1
 

' 

1

-

1

-

U
 

9
 

, 

メ 

有
す
る
.地
區
は
第
二
十
區
の
四
.九
世
帶
、
之
れ
に
次
い
で 

:

地

用

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-
-

-

-

-

-

-
-

-
-
--
-

-

-

-

-一

.
各

初

？
—

牡

"

"

，

〃

"
 

'

"
パ
f

 

第
六
.區
の
四一

世
帶
、
最
下
位
は
第
五
十
七
區
の0

世
帶 

i

—

i

40
35

.
30
25
20
15
10
5
 

。

一
 

.

L

-
h
:
:
i
-

り■

_

-

!
■「

.一

.ノ
 

-
ョ-

i

j

L

I
 

:
を
別
ど
す
れ
ば
、
第
四
十H

區
、
第1

1

十

二

區

、

第

.
ー
谅

各地區ノ世帶總數ニ對スル  

家族•使用人世帶ノ邛率階級表

% 地區數 m 戚 赉 號

60以上 1 6.

55 tt 3 2.5.24.

叫〃 2 3,31.

45 " 1 20.

40 if 5 7.9.13.32.49.

35 " ， 4 8.11.35.46.

30 // 12 10.14. If5.17.21,28. 30. 
34.43.52.56.61,

25 u 7 4.23.27.29.47.48.55.

20 " 7 18.26.33.36.44.59.62.

15 // 11 1.12.15.25.37.38.39.40. 
50,58.63..

10 " 8 19.22.41.45.51^3.54.
60.

5 tt 1 42：

0 . 1 1 57.

等(

六
.世
帶
、
八
弛
帶
、
九
世
帶)

で
あ
る
。
：：表
に
す
れ
げ
前
頁
の
通
0

。

* 

, 

• 

:

本
調
嵛
地
域
に
就
い
て
、
使
州
人
中
、
營
業
使
用
人
に
ょ
つ
て
东
さ
る
、
所
は
相
當
優
秀
な
成
續
が
あ
る
と
は
前
段
に
述
べ
た
所
で

• 

• 

■-

あ
る

が

、
♦
、
之
れ
を
各
地
區
に
就
い

て
見
る
爲
め
に
各
地
區
全
世
帶
數
に
對
す
る
家
族
•
營
業
使
用
入
世
帶
數
の
，比
率
を
求
め
れ
ば
. 

次
表
を
得
る
0

.:

- 

一一

-
-

-

-

-1—

I

.

I

M

I-

-

-

-

7
1
~

~

J

]

此
の
表
に
ょ
っ
て
見
れ
ば
最
高
位
は
第
六

.
レ
 

^

 

'
& ル
 

3

5.
.

.
62
:

39
.

54
:

.

- 

'

^

級

&

28
.

8.
5

.5
9

.

ls
.3. 

M 

j

區
で
あ
り
、
家
族
•營
業
使
用
人
世
帶
の
實
數 

t

.-
皆 

#

 

, ノ 

• 

.

21
61
3

、
44
7.
51

築

率

.4
9

6.
17
.
56
.

9.
4

36
53

:

仇 

I

は
四
十
一
、
全
世
帶
の
六
〇
$

あ
る
。
之 

，

比
' 

碑 

' 

'，

^

设

^

肌
“

泛

.
'

—

.

數 

V
 

s

.2
4

.

.

I
V 

'.1
S

1.
3

14
43
:

3.
2

26
.

2.
1

58
22
:

れ
が
三
田
.通
り
に
沿
ふ
た
地
區
で
、
主
と
し 

總

,

t
 

V

2.
5

3.
3

20
.
' 

2

8.
1

10
.
34
.

4.
2

18
.

1.
1

50
,
19
.
60
.

、42
.

57
.

’ 

ン

淨

»
 

■ 

 ̂

J

i

l

i

b

i

l

h

l

i

l

l

l

l

i

て
商
業
及
び
工
業
的
地
區
で
あ
る
事
は
旣
に

'

.

d
 

g

 

1

1

3

 

2

1

5

 

4
12
7

7

11

一
 

1
 

' 

述
べ
た
所
で
あ
'
る
。
各
世
帶
に
就
い
て
の
使
：

.

區

^

'
 

I-
- 
I

-

-

-

-

-

-

-
-
-
- 

I

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-
-
-

地

族

ボ

让

" 

〃

' 

"
//
" 

" 

>

V/
" 

" 

" 

X

用
人
々
數
に
つ
い
て1

K

つ
て
も
成
績
は
優
秀
. 

.
各

.
家

ダ
 

g

55
50
:
45
40
35
30
25
20
15
10
5 

o

■
i

i
l6—

•

—
—

—

I

I

.
-

-

-

-

--- 

, 

, 

>
 -

:•
-

_

で
あ
る
。

.
營
業
使
用
人
總
數
は一

六
。
人
、

此
の
數
字
は
前
號
第
九
ー
ー
ー
苡
の
表
に
於
い
て
も
、
最
高
位
と

し

て

ホ
さ
れ
て
A

る
。.
故
に
、
營
業
使
用
人
を
含
む
世
帶
に
つ
い
て
、
平
‘ 

均
を
求
め
る
.と
、

ー
弛
帶
儅
り
ほ
\'

四
人
'弱
と
な
る
、
全
世
帶
數
に
つ
い
て
見
て
も
、

ー
佌
帶
當
り
ニ
*

1

1五
人
に
該
當
す
る
。
藉
し
、 

此
.の
意
妹
に
於
5

て
对
優
秀
な
地
區
で
：あ
る
。
之
れ
忆
次
ぐ
地
南
は
、
第
二
十
四
へ
第
二
、
第
五
の
諸
地
區
で(

五
七
^

、
五
五
^
、 

世
帶
構
.成
に
.現
は
れ
，た
地
域
性 

七1
(

四

二

)



區

名

flit帶 數 ニ 對 ス ル

家族•營橥便用人 
世帶數ノ比率

ニ 對 ス ル

- i t 帶平均ノ營橥 
使用人數

祆族•營菜使用人世 
對ス ル ー 世帶乎 

均ノ營橥使用人數
6 6 0 ^ 2.3 人. 3.9人

2 55 r* V 1.6 " 2.9 "

5 55 " 1.8 !， 3.3 //

24 5 7 " 1.7 " 2.9 "

3 50 " 1.9 " 3.9 "
对 6 0 " L2 〃 2.5 ”

20 46 " 1.3 K 2.3 "

區

名.

世帶« ニ對フ、ル丨lit帶徳數ニ對スル
家族•營業使用人一世帶平均ノ營業 
世 鹖 數 ノ 比 取 1使用人數

灰族 • 營築陇州八世 
帶ニ對スル— 世帶平 
均ノ焭橥邸闲人數

16 Si% 1.S人 、 6.2人

23 28 " 1.1 f/ 3.8 "

34 32 // 1.4 " 4.5 !/

52 .31 // ^ 1.2 tt 3.8 ”

5B 16 " 0.6 tf 4.1 >/

て
、
營
業
地
的
で
あ
る
と
思
は
れ
る
。
是
等 

の
諸
地
區
を
第
二
、
第
三
の
關
係
に
照
ら
し 

て
檢
脔
す
る
と
、
上
揭(

上
段)
の
表
を
得
る
。 

い
づ
れ
も
、使
用
人
雇
傭
の
關
膝
す
る
限
り
、 

營
業
地
的
色
彩
を
濃
厚
に
し
て
ゐ
る
。
反
之
、

. 
f

地
區
の
全
世
帶
に
、
使
用
人
雇
傭
が
普
及 

し
て
ゐ
な
い
、
特
殊
集
中
型
の
地
區
を
檢
赍 

す
る
.と
上
表(

下
段)

の
如
き
も
の
が
あ
る
o 

乏
れ
に
ょ
っ
て
見
れ
ば
第
十
六
區
は
、
.全 

世
帶
に
對
し
三
：割
.四
分
の
世
帶
が
營
業
使
用 

人
を
有
す
る
世
帶
な
.る
に
、
そ
の

1

世
帶
平 

均
は
艽
人
强
に
及
ん
で
ゐ
る
、
第
五
十
八
區 

の
場
合
は
、
な
ほ
更
で
あ
る
。

'(

五)

結

論

各
區
使

用

人
雇
傭
の
1

は
前
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